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目的 悪性黒色腫患者の最適な経過観察法を検証する 
データソース １９８５．１－２００４．２の文献 
研究の選択 不明 
データ抽出 不明 

主な結果 

72 報の論文中 2142 件(6.6%)の再発があり、62%は患者自身が発見

していた。大部分の報告は積極的な定期検査の意義を認めていない。

検診方法としては病歴と身体所見が効果対費用に優れていた。リン

パ節の超音波検査は有用性が期待される方法であるが予後を改善す

るかは不明であった。患者は将来起こりうることの情報提供に感謝

している一方、定期健診に不安を感じていた。研究の大部分は

retrospective であり、エビデンスレベルが低かった。 
 
 
 

結論 

意味のあるガイドライン作製にはよく計画された prospective な研

究が必要である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項

目 
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